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工法の特長 

①コスト・工期の縮減 

②低排泥・低変位の実現 

③幅広い改良径選択による合理化 

OPTジェット工法 



①コスト・工期の短縮 

独自の特殊噴射ヘッド 
    上段切削水   ： 40MPa,   50L/分 

    下段硬化材   ： 40MPa, 300L/分 

    下段圧縮空気： 約1MPa 

         ⇓ 

 高速度化施工と大口径化 

⇓ 

 本数縮減（コスト低減） 

   施工性向上（工期短縮） 
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排泥量の比較 

A工法 OPT 

改良範囲 噴射量 

排泥 

A工法の場合 OPTの場合 

排泥 

注入率 
約100% 

注入率 
  約30% 

排泥量：1.0 排泥量：0.3 

②低排泥・低変位の実現 
  排泥量について 

造成時間 
40分/m 

造成時間 
4～9分/m 
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側方変位データ 
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砂質土 As1改良 

(平均δ=-7mm) 

(改良体側) (外方側) 

従来技術 OPT 

 
②低排泥・低変位の実現 
  施工時の変位量について 
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OPTジェットによる最適計画例（断面） 

従来技術 OPT 

φ3.0m 

t＝7分/m 

t＝8分/m 

t＝9分/m 

t＝12分/m 

t＝8分/m 

ジェットグラウトQ&Aの 
2.18項の図と柱状図 

Φ1.6m 
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3.幅広い改良径選択による合理化 



２. 施工事例 
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施工事例① 

発注者 ：近畿地方整備局 淀川河川国道事務所 

施工場所：京都市伏見区淀水垂町地先 

施工時期：平成29年4月～平成29年9月 
     (全体施工期間) 

改良目的：新設遮水壁と既設構造物の接続改良 
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施工事例① 

OPTジェット工法 



施工事例② 

発注者 ：中国地方整備局宇野港湾事務所 

施工場所：岡山県倉敷市 

施工時期：平成23年9月～11月(OPT実施期間) 

改良目的：掘削に伴う盤ぶくれ防止 
     （臨港道路新設に伴う橋脚築造） 
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施工事例② 
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対象土：砂質土（N=2程度) 改良厚：1.5m、1.9m 



３. 最新情報 
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①GNSS・3D-ViMa 

ＧＮＳＳ衛星 

基地局 

削孔時：従来では残尺を１本毎検尺 

⇓ 

 

 

パソコン画面でリアルタイム管理 

造成時：従来では比重、圧力等を目視管理 

⇓ 

             品質に影響を与える    

             パラメータをリアルタイ 

             タイムに表示及び管理 

             が可能 

 

 

 

 

     

帳票出力 

OPTジェット工法 



②新型機械 

高圧噴射工法における省力化（全自動マシン） 
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ＥＮＤ 

ご静聴ありがとうございました 

ライト工業株式会社 
西日本支社 技術二部 高木敦生 
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